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歴史的な見方・考え方のメタ認知を促す「学習としての評価」ツールの開発 

－ 中学校第２学年における「歴史的意義」を中核とした年間カリキュラムの足場かけ － 

 

玉井 慎也 

 

１．はじめに 

歴史的な見方・考え方をいかに評価するか。それも，教師の一方的評価ではなく，子どもが主体的・

自律的に自己や他者の歴史的な見方・考え方をメタ認知できるようにするためには，どうすればよいか。 

筆者は，広島大学大学院に所属しながら広島大学附属東雲中学校（以下，本校と略記）の非常勤講師

として 2020 年度は第２学年の社会科２クラス，2021 年度は第１学年の２クラスを担当してきた。冒頭

の問いは，２年間の教育実践で一貫して問い続けてきたものである。そして一定の解答として，社会科

教育で重視されている「見方・考え方」を中核に据えた年間カリキュラムの中で生徒が自らの「見方・

考え方」をメタ認知できるような「学習としての評価」ツールを複数開発してきた。本稿では，歴史的

な見方・考え方のメタ認知を促す「歴史の性質」カードの開発手続きと年間カリキュラムへの埋め込み

方に焦点を当て，2020 年度・第２学年の歴史的分野の実践を事例として提案する。 

近年の「歴史的な見方・考え方」を巡る研究動向について確認すると，「歴史的意義」「継続性と変化」

「原因と結果」「歴史的視点」「証拠と解釈」「倫理的次元」などの歴史を語る上で必要な方法的枠組みを

指す「手続的概念（procedural concepts）」に注目した中学校段階の開発的・実践的研究が散見される

（小栗ら，2020；玉井，2021；玉井ら，2021）。これらの研究が共通して指摘する課題が２点ある。１点

目は，前後のカリキュラムと接続しない投げ込み単元に留まっていることである。長期的なカリキュラ

ムとして「歴史的な見方・考え方」を中核に据えた年間レベルのカリキュラムを開発することが目指さ

れている。２点目は，生徒が自己や他者の「歴史的な見方・考え方」をメタ認知する行為，つまり「学

習としての評価」（玉井・藤本，2020）を教師の足場かけがない状態で行うことは容易でないことである。

メタ認知をサポートするための長期的な足場かけや具体的な評価ツールの開発が目指されている。 

そこで本研究は，上記２点の課題解決を目指し，カナダの批判的思考協会（The Critical Thinking 

Consortium：TC２）が開発した手続的概念の具体的な規準やパフォーマンス課題などを参照し，６つの

手続的概念を反映した「パターン・カード」へと教育的に加工し，年間カリキュラムに位置づける。 

「パターン・カード」とは，「研修転移」という概念に基づき開発されたもので，「学習者自身が学習

したことをいつでもどこでもリマインドすることができる」機能と「学習者が直面した問題に対応する

ために役立ちうる過去の学習内容を自分で選択する機会を保障する」機能を有している（鬼塚，2020：

p.82）。また，パターンを言語化すること（パターン・ランゲージ）により，物事を認識するための概念

として用いることができるという「認識のメガネ」機能，対象について考えるための扱いやすい単位に

変換できるという「思考の構成要素」機能，共通言語となり対話をより円滑で良質なものにできるとい

う「コミュニケーション」機能も有している（鬼塚，2020：p.83）。さらに，カードに独自のアイコンを

付け，ネーミングも子どもと共有し，最終的には子どもに新たな「パターン・カード」を開発させ，そ

れをファイルに保存しておくことで，子どもが馴染みやすく，教室の内外を問わず活用できる「生涯学

習」機能も有している（鬼塚，2020：p.90）。こうした知見を参考に，本稿では以下の研究手順を踏む。 

まずは，上記の多機能性に優れた「パターン・カード」に６つの手続的概念を反映させる手続きを示

す（２章）。次に，「歴史的意義」という手続的概念を中核に据えた年間評価モデルに開発したカードを

位置づける（３章）。そして，年間カリキュラムにおけるカードの利用法を 2020年度の第２年の実践に

基づき提案する（４章）。最後に，開発した「歴史の性質」カードの特質と限界を示す（５章）。 
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２．カード開発の手続き：「歴史的意義」を事例に 

 図１は，たたき台の段階で参照した TC２提案の手続的概念である。TC２を参照した理由は，６つの手続

的概念の規準（付録１）やパフォーマンス課題が具体的に示されており，「教師−子ども」間での手続的

概念の共有化を進め，さらに子ども自身がメタ認知できるような学習ツールも開発されているからであ

る（玉井ら，2021）。そうした学習ツールを図２の（A）〜（F）のように教育的に加工した（付録２）。

同時に，生徒からの提案を受け，細かな文言やデザインを修正し，「〇〇性」と統一的に表現した「歴史

の性質」カードという名称を採用した。後述の通り，年間カリキュラムで利用中に，カードの修正点が

出てくる。また，使い慣れてくれば，問いのリストやパフォーマンス課題を更新する生徒も出てくる。 

 このように，カードを実際に利用していく主体は生徒である。だからこそ，生徒にとっての利便性を

追求する必要がある。一方，生徒がいきなりカードを自主的に作ることは難しい。そこで，まずは教師

が「たたき台」としてのカードを作り，次に教師と生徒がカードの意味を共有し，最終的に生徒自身で

カードを作り替えていくという段階を経ることで，カードに埋め込まれた手続的概念の内在化・共通言

語化を促していくことが肝要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ６つの手続的概念を反映させた「歴史の性質」カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「歴史の性質」カードの構造―歴史的意義を事例に―  
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３．「歴史的意義」を中核に据えた年間評価モデル：５段階の足場かけ 

 図３は，開発した６つのカードを初めて利用しようと試みた 2020年度の年間評価モデルである。 

対象となる第２学年の生徒は，第１学年で既に「歴史的意義」を再構築する歴史学習を経験していた

（小栗ら，2020）。そこで，学びの系統性の観点から，第２学年においても引き続き「歴史的意義」を中

核に据えた年間評価計画を立てた。具体的には，５つの足場かけ（ステップ）によって「歴史的意義」

のさらなる探究とメタ認知を促した。 

ステップ１としては，教科書執筆者との対話を通して「歴史的意義」の３つの規準について再確認す

る活動を保障することで，第１学年の既習事項をふり返り，個人的な興味・関心や教科書の太字のみを

重要な歴史とする考えから脱却できているか評価した。 

ステップ２としては，身近な事例も活用しながら「たたき台」のカードの意味内容を共有し，さらに

中世ヨーロッパの社会的事象を分析させる活動を保障することで，それぞれの手続的概念の意味や規準

の利用状況について中単元の終結部で自己評価させた（パフォーマンス・シート②：付録３）。 

 ステップ３としては，学習した中世ヨーロッパの社会的事象を「歴史的意義」の様々な規準に基づい

て位置づけるコンセプトマップの作成課題に取り組ませたり（パフォーマンス・シート①：付録３），１

ヶ月かけての宿題として身近な地域社会にある「伝統と革新」を巡る問題について「歴史的意義」の３

つの規準から発見・評価する課題に取り組ませたりする（パフォーマンス・シート③）活動を保障する

ことで，獲得した「歴史的意義」の３つの規準を教室内外で活用させる応用力を評価した。 

 ステップ４としては，歴史探究の問いの作り方や計画の立て方を構造化したシート（パフォーマンス

シート④・⑧：付録３）を準備することで，慣れてきたカードを使ってオリジナルの歴史探究を組み立

てることができる計画力を評価した。 

 ステップ５としては，様々な方法で歴史を遺す活動（後述のパフォーマンスシート⑤・⑥・⑦）を保

障することで，記憶すべき歴史を後世に遺そうとする態度を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「歴史的意義」のメタ認知を促す足場かけ―2020年度・第２学年の年間評価モデル―  
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史的意義」を中核とした年間カリキュラムの足場かけ－，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 51集」，１－10． 

４．「歴史的意義」を中核に据えた年間カリキュラム：2020年度・第２学年を事例に 

 表１は，先に示した５つの足場かけを年間カリキュラムに位置づけ，各授業で活用したメインとサブ

の「歴史の性質」カードを「手続的概念」の項目で明示したものである。なお，本稿では紙幅の関係上

省略している議論だが，各授業では，手続的概念だけでなく，ある程度絞った複数の本質的概念（例え

ば，「宗教」「権力」「先住民族」など）も活用している。 

 2020 年度は，covid−19のパンデミックの影響で６月に始業し，地理的分野を先行して実施した後，歴

史的分野は中単元「中世ヨーロッパ〜安土桃山」を範囲に９月から開始した。９月中は，「たたき台」と

してのカードを共有・修正し，カードの理解状況を自己評価する段階のステップ１〜３に位置づく。続

く 10月は，地理的分野の近畿地方の学習トピックだった「伝統と革新」を接続させ，身近な地域に見ら

れる「伝統と革新」の問題を「重要性」カードの３つの規準を活用して発見させ，１ヶ月かけて自主的

に設定した論点に対する自身の見解を構成させた。教室の学びを実社会にも活かすステップ３の応用段

階である。11月はカードの使用にも慣れた時期で，単元「江戸初期〜鎖国」を範囲にオリジナルの学習

問題と学習計画を好きなカードを選択させて作らせたステップ４に位置づく。 

 

表１ 「歴史的意義」のメタ認知を促すカードの活用例―2020年度・第２学年の年間カリキュラム― 
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 12 月から１月にかけては，2020 年を象徴する写真を表紙にした雑誌の考案や数十年後の教科書を執

筆する冬休みの任意の宿題を出し，教室外でカードを主体的・自律的に活用させ，記憶すべき歴史を遺

す手段を実行させるステップ５に位置づく。中には，カードを見なくても頭の中にカードに示された規

準や問いが内在化している生徒も出てくる時期だった。１月末から２月かけては，単元「江戸中期（産

業発展〜三大改革）」を範囲に再びステップ４に位置づく学習活動を展開した。特に，「継続性」「影響性」

カードを重点的に活用する単元とした。第２学年の締めくくりの時期である３月も単元「江戸後期（近

代ヨーロッパ〜江戸幕末）」を範囲にステップ４に位置づく学習活動を継続的に展開した。３月の段階

では，年間を通して中核的に活用してきた「重要性」カードの３規準がほぼ内在化している姿が見られ

た。こうした生徒の姿は，各単元の導入部と終結部を「重要性」カードの活用場面とする配列に組み立

てたこと（表２のオレンジ色が着色されている「重要性」の配置）の効果として見られ，自己や他者の

「歴史的意義」の規準をメタ認知できている状態として評価できる。 

 

５．おわりに 

本校には「東雲憲章」（天野ら，2017）という生徒の主体性・自律性を重んじる文化がある。筆者は，

生徒たちが主体的・自律的に学び合う活動を重視し，小さな民主主義社会としての学校づくりを推進し

ている校風に本校最大の魅力があると考え，こうした民主的な校風を社会科の評価論と関連づけること

が肝要と考えていた。そこで，生徒たちが自己や他者の歴史的な見方・考え方をメタ認知するための「学

習としての評価」ツールである「歴史の性質」カードを開発した。開発の手続きの中では，教師が一方

的にカードを与えるのではなく，生徒と共通言語化を図ったり，生徒が教室内外でカードを使いこなせ

るような場面設定や足場かけを施したりし，民主的な手続きでカード開発を試みた。 

主体的・自律的な生徒の育成を目指している中学校は，本校だけではないはずである。本稿で提案し

た「歴史の性質」カードは，「歴史的な見方・考え方」を教師と生徒の「共有財産／公共財」として位置

づけ直し，教師から生徒に対しての形成的なフィードバックや総括的な評定の結果に一貫性・妥当性・

納得性を与えるものとしても機能する。そして何より，生徒が自己や他者の歴史的な見方・考え方をメ

タ認知した上で歴史探究を計画・遂行・内省する自己調整学習としても機能する。主体的・自律的な生

徒の育成を目指している中学校の歴史的分野の学習評価を構想する上では，「歴史の性質」カードを各

学校や学級の状況に応じてリデザインする必要はあるが，モデルの一つとして参照できるだろう。 

本稿では，単元における具体的なカードの活用場面やその評価方法を検討するには至っていないため，

別稿で述べたい。また，パフォーマンスシートを分析することで，カードの利用によって手続的概念の

規準や問いがどのくらい明示化・内在化できるようになったのかを明らかにすることができるため，こ

うした評価結果から生徒の学びを捉え，さらにカードをリデザインする視点についても別稿で述べたい。 
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（Miles et al., 2017 に基づき筆者作成） 
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玉井 慎也（2022），歴史的な見方・考え方のメタ認知を促す「学習としての評価」ツールの開発－中学校第２学年における「歴

史的意義」を中核とした年間カリキュラムの足場かけ－，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 51集」，１－10． 

【付録３】パフォーマンスシート（①・②・④のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


